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平
成
二
十
二
年
十
二
月
十
日

近
江
神
宮
御
鎮
座
七
十
年
祭
斎
行

近
江
神
宮
は
昭
和
十
五
年
の
御
鎮
座
よ
り
満
七
十
年
も
迎
え
、
そ
の
当
日
の

去
る
十

一
月
七
日
、
紅
葉

の
始
ま

っ
た
絶
好

の
秋
日
和
の
も
と
、
三
百
名
に
の

ぼ
る
多
数
の
参
列
を
い
た
だ
き
、
御
鎮
座
七
十
年
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
普

段
の
祭
典
に
あ
ま
り
参
列
い
た
だ
い
て
い
な
い
方

々
も
多
く
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
例
祭
や
饗
宴
祭
そ

の
他

の
祭
典
に
ご
参
列
い
た
だ
け
れ

ば
嬉
し
く
存
じ
上
げ
ま
す
。

こ
の
日
の
祭
典
で
は
、
天
智
天
皇
の
往
時

の
故
事
に
因
ん
で
御
創
建
当
初
よ

り
毎
年
御
鎮
座
記
念
祭
に
行
わ
れ
て
い
る
、
近
江
人
幡
の
大
嶋
奥
津
嶋
神
社
宮

司
か
ら
の

「む
べ
」
の
献
納
、
続

い
て
創
美
流
華
道
家
元
に
よ
る

「献
華
式
」

清
和
四
條
流
家
元
に
よ
る

「包
丁
式
」
が
大
前
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
祝
詞

奏
上
後
、
参
列
者
代
表
に
続

い
て
ご
参
列
い
た
だ

い
た
三
百
名
全
員
が
順
次
内

拝
殿
に
昇
殿
し
て
玉
串
を
奉
り
拝
礼
し
ま
し
た
。
祭
典
に
引
き
続
い
て
、
境
内

の
よ
い
こ
の
も
り
保
育
園
園
児
に
よ
り
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
太
鼓
を
披
露
す
る
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覇 、
鼓
隊

の
奉
納
が
行
わ
れ
、
参
列
者

の
目
と

耳
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
当
日
は
直
会
会

場
も
勧
学
館
の

一
階
と
二
階

の
二
会
場
に

分
け
て
行

い
、
七
五
三
の
人
出
と
合
わ
せ

て
終
日
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

七
十
年
祭
記
念
事
業
も
時
計
館
宝
物
館

が
去
る
四
月
に
新
装
開
館
し
、
新
装
記
念

の
高
松
宮
展
は

一
月
末
ま
で
開
催
す
る
こ

と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
経
済
状
況
ま
こ
と

に
厳
し
い
な
か
、
七
十
年
祭
記
念
事
業
に

ご
奉
賛

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
は
大
変

あ
り
が
た
く
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る

次
第
で
す
。

な
お
、
前
日
の
六
日
夕
刻
、
自
然
素
材
な
ど
を
利
用
し
て
独
自

の
笛
を
作
り

各
地
の
神
社
仏
閣
で
奉
納
演
奏
を
続
け
て
い
る
、
笛
奏
者
の
雲
龍
氏
に
よ
り
、

「近
江
神
宮
御
鎮
座
七
十
周
年
に
当
り
世
界
平
和

・
五
穀
豊
穣
を
祈
念
し
て
」

と
し
て
献
笛
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

『
近
江
神
宮
七
十
年
小
史
』

御
鎮
座
七
十
年
を
記
念
し
、
七
十
年

小
史
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
年
表
に
い

く
ら
か
の
写
真
を
添
え
た
程
度

の
ま
こ

と
に
さ
さ
や
か
な
も
の
で
す
が
、
三
十

年
前
に
四
十
年
小
史
を
作
成
し
た
以
後

の
分
の
追
加
に
加
え
、

増
補

し
ま
し
た
。

ま
し
た
が
、

す
。

欝,
近

活
神

眞

四
十
年
小
史

の
誤
り
や
不
十
分
な
と
こ
ろ
を

一
部
訂
正

七
十
年
祭
参
列
者
と
奉
賛
い
た
だ
い
た
皆
様
に
は
差
し
上
げ

残
部
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
希
望
の
方
に
は
実
費

で
お
分
け
致
し
ま
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宇
佐
山
古
墳
群
発
掘
調
査

・
砂
防
ダ
ム
エ
事

か
ね
て
よ
り
近
江
神
宮
境
内
南
寄
り
上
方

の
山
腹
に
は
宇
佐
山
古
墳
群
と
呼

ば
れ
る
古
墳
群
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
ほ
ど
柳
川
の
支
谷

に
相
当
す
る
谷
沿
い
の
土
砂
流
出
防
止

の
た
め
国
の
事
業
と
し
て
砂
防
堰
堤
の

建
設
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
に
先
立

っ
て
昨

二
十

一
年
春
よ
り
発
掘
調
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
弥
生
時
代
末

(二
～
三
世
紀
)

の
周
溝
墓
や
古
墳
時
代
前
中
期

(五
世
紀
)

の
古
墳
が
確
認
さ
れ
、
ま
た
弥
生
中
期
の
竪
穴
住
居
、
奈
良
時
代

の
土
馬
や
土
器
な
ど
の
祭
祀
遺
物
、
平
安
時
代
の
蔵
骨
器
な
ど
も
出
土
し
、
大

き
く
発
表
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

土
馬
は
体
長
十
五
セ
ン
チ
程
度
で
、
雨
乞
い
や
長
雨

の
雨
止
み
祈
願
、
疫
病

神
封
じ
な
ど
の
祭
祀
に
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
奈
良
時
代
に
も
国
家
の
関

与
し
た
祭
祀
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

年
末
年
始
の
祭
典
等

十
二
月
十
三
日
午
前
九
時

十
二
月
二
十
日
午
前
九
時

十
二
月
二
十
三
日
午
前
十
時

十
二
月
三
十

一
日
午
後
三
時

一
月

一
日
午
前
○
時

一
月

一
日
午
前
七
時
二
分

一
月
二
日
午
前
八
時
三
十
分

一
月
三
日
午
前
八
時
三
十
分

一
月
七
日
午
前
九
時

一
月
八
日
午
前
十
時

一
月
九
日
午
前
九
時

一
月
十
日
午
前
八
時
三
十
分

一
月
十
五
日
午
前
十
時

二
月
三
日
午
前
十
時

二
月
十

一
日
午
前
十
時

宇佐山古墳群出土の土馬

平成23年 『開運暦』

3月1日 の項 に 「満月

(○一 ・三八)」 とあ

るのは誤 りです ので、

お詫び して削除訂正致

します。

 

門
松

立

て

煤
払
祭

天
長
節
祭

年
越
大

祓
式

(続

い
て
)
除
夜
祭

歳

旦
祭

(さ
い
た
ん
さ
い
)

初

日

の
出
遥
拝
式

日
供
始

祭

(に
っ
く
は
じ
め
さ
い
)

元
始
祭

(げ
ん
し
さ
い
)

昭
和
天
皇
祭
遙

拝
式

か
る
た
名
人
位

ク
イ
ー

ン
位
決
定
戦

か
る
た
祭

・
高
松
宮
記
念
杯
全
国
歌
か
る
た
大
会

天
智

天
皇
祭

(天
智
天
皇

の
ご
命

日
)

古
神

札
焼
納
祭

節

分
祭

紀

元
節
祭

講
社

通
信

は
近
江
神
宮

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
カ
ラ
ー

で
見
ら
れ
ま
す

の
で
、

ご
覧

く
だ
さ

い
。
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